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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,254人（△1） 

　男　　24,444人（　6） 

　女　　27,810人（△7） 

世帯数　22,459　（　3） 
12月1日現在 （　）は前月比 

大韓民国南原市長・議長が来訪！ 
　大韓民国から南原市長、議長が日置

市を訪問し、美山窯元祭りを見学され

ました。また、14代沈壽官氏を立会人

に迎え、南原市と文化交流友好協力協

約を締結し、これからのより一層の交

流を確認しました。 
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伊 ま 

毎 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
下
に
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
を
築
く 

古
城
自
治
会（
伊
集
院
地
域
） 

ふ
る
じ
ょ
う 

▲育成会活動（コスモスの植え付け） 

▲共有林を使っての鳥居の建て替え 

▲伝統行事の「田の神講」 

▲片板美津男会長 

集
院
地
域
の
南
、
中
山
間
地
に

位
置
す
る
古
城
自
治
会
は
、
お

茶
を
中
心
と
し
た
営
農
が
盛
ん
で
、

従
来
か
ら
村
づ
く
り
活
動
が
活
発
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。 

た
、
運
動
会
や
花
見
、
夏
祭
り

な
ど
の
自
治
会
活
動
は
、
地
域

全
員
が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。 

統
行
事
と
し
て
、
毎
年
十
月
の

最
初
の
丑
（
う
し
）
の
日
に
行

う
「
田
の
神
講
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
古
城
公
民
館
か
ら
約
五
百
㍍

離
れ
た
田
を
見
下
ろ
せ
る
高
台
に
あ

る
田
の
神
像
に
餅
を
張
り
付
け
た
後
、

向
か
い
合
っ
た
二
人
が
く
わ
え
た
、

餅
を
引
っ
張
り
合
い
な
が
ら
、
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
行
事
で
す
。 

年
、
十
二
月
に
は
、
自
治
会
で

所
有
し
て
い
る
山
林
の
間
伐
作

業
の
後
、
山
神
祭
り
を
行
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
に
は
、
地
元
の
大
山
神

社
の
鳥
居
も
、
こ
の
共
有
山
林
の
木

を
使
っ
て
建
て
替
え
を
し
ま
し
た
。 

落
に
は
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ

て
い
る
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
現

在
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
水
を

大
切
に
し
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う

に
、
毎
年
一
回
、
清
掃
を
し
て
い
ま

す
。 

成
会
活
動
は
、
現
在
、
子
ど
も

が
七
人
と
少
な
い
で
す
が
、
毎

月
二
回
集
落
の
有
線
放
送
設
備
を
使

っ
て
、
本
読
み
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
五
十
年
以
上
前
か
ら

続
い
て
お
り
平
成
十
三
年
に
は
、
全

国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

に
も
美
化
活
動
と
し
て
、
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
コ
ス
モ
ス
の
植
え
付
け

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
自

治
会
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。 

年
、
三
月
に
は
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
、
集
落
営
農
の
確
立
の

た
め
に
特
定
農
業
団
体
（
古
城
・
八

枝
ア
グ
リ
キ
ャ
ッ
ス
ル
）
の
指
定
を

受
け
、
転
作
田
を
活
用
し
、
大
豆
・

そ
ば
・
カ
ボ
チ
ャ
を
栽
培
し
ま
し
た
。 

れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
と
し
て

は
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
伝
統
を
踏
ま
え
、

明
る
い
豊
か
な
住
よ
い
環
境
を
築
く

た
め
、
連
帯
感
あ
ふ
れ
る
充
実
し
た

地
域
を
目
指
し
ま
す
。 

伝 

集 

今 こ 

育 
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古城自治会 
（伊集院地域） 

　
伊
集
院
駅
か
ら
南
へ
約
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
し
、
飯
牟
礼
地
区
を
形
成

す
る
七
自
治
会
の
一
つ
古
城
自
治
会
。

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
現
在
で
六
十

三
世
帯
、
百
六
十
六
人
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。 

　
平
成
六
年
に
自
治
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
作
成
。
青
は
、
海
・
川
・
水
・

人
・
文
化
・
産
業
の
き
ら
め
き
、
緑
色

は
、
お
茶
所
の
姿
を
表
し
、
太
陽
は
、

各
部
会
が
大
き
く
躍
進
す
る
姿
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

古
城
は
七
百
年
程
前
か

ら
山
城
の
あ
っ
た
所
で
す
。

そ
の
城
を
シ
ル
エ
ッ
ト

と
し
て
、
描
き
ま
し
た
。 



　
平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
決
算
規
模
は
、

歳
入
総
額
が
二
百
三
十
七
億
五
千
四
百
四
十
七

万
七
千
円
（
前
年
度
比
三
・
七
％
減
）、
歳
出

決
算
額
が
二
百
三
十
億
二
千
三
十
六
万
二
千
円

（
前
年
度
比
三
・
三
％
減
）
で
、
歳
入
歳
出
と

も
に
平
成
十
八
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。 

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
額
は
七
億
三

千
四
百
十
一
万
五
千
円
で
、
こ
の
う
ち
平
成
二

十
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
額
を
除
い
た
実
質
収
支
額
は
六

億
二
千
三
百
八
十
万
七
千
円
で
し
た
。 

　
収
支
の
均
衡
は
保
た
れ
て
い
る
も
の
の
、
財

政
調
整
基
金
等
の
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
お
り
、

基
金
残
高
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
債
の

残
高
も
三
百
四
十
六
億
四
千
百
九
十
一
万
一
千

円
と
、
依
然
と
し
て
歳
入
歳
出
決
算
規
模
を
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。 

　
市
で
は
、
引
き
続
き
、
行
政
改
革
大
綱
に
よ

る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
く
行
財
政
改
革

を
積
極
的
に
推
進
し
、
経
費
全
般
に
つ
い
て
の

節
減
や
合
理
化
、
市
税
等
の
自
主
財
源
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
的
資
金
補
償
金
免
除

繰
上
償
還
な
ど
に
よ
る
市
債
の
計
画
的
な
管
理

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　歳
入 

　
歳
入
の
大
部
分
は
国
や
県
な
ど
に
頼
る
お
金

で
依
存
財
源
（
七
二
・
二
％
）
と
よ
ば
れ
る
も

の
で
す
。 

　
そ
の
中
で
も
、
市
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
保
つ
た
め
に
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付

税
」
が
全
体
の
三
六
・
四
％
を
占
め
て
お
り
、

次
い
で
、
投
資
的
事
業
等
の
財
源
と
な
る
、
国

か
ら
の
補
助
金
等
の
「
国
庫
支
出
金
」
が
一
三
・

四
％
、
長
期
で
借
り
入
れ
る
「
市
債
」
が
一
二
・

一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
資
的
事
業
に
つ
い

て
は
、
緊
急
度
や
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
、
合

併
特
例
債
な
ど
の
有
利
な
市
債
の
発
行
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

　
市
が
自
ら
ま
か
な
え
る
お
金
で
あ
る
自
主
財

源
（
二
七
・
八
％
）
は
、
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
「
市
税
」
が
十
八
・
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　歳
出
（
目
的
別
） 

　
歳
出
を
、
使
っ
た
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、

「
民
生
費
」
が
四
十
七
億
七
千
四
百
九
十
三
万

三
千
円
で
全
体
の
二
十
・
七
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
児
童
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
及
び

障
害
者
福
祉
な
ど
に
関
す
る
支
出
で
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
多
い

の
が
、
過
去
の
投
資
的
事
業
の
財
源
と
し
て
借

り
入
れ
た
市
債
の
元
利
償
還
金
で
あ
る
「
公
債

費
」
で
、
全
体
の
十
七
・
六
％
を
占
め
い
て
い

ま
す
。 

　歳
出
（
性
質
別
） 

　
歳
出
を
、
使
っ
た
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、

「
人
件
費
」、「
公
債
費
」
及
び
「
扶
助
費
」
の

義
務
的
経
費
が
全
体
の
五
〇
・
五
％
を
占
め
て

い
ま
す
。「
普
通
建
設
事
業
費
」
及
び
「
災
害

復
旧
事
業
費
」
の
投
資
的
経
費
が
二
三
・
六
％
、

「
物
件
費
」、「
繰
出
金
」
な
ど
の
そ
の
他
の
経

費
が
二
五
・
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
普
通
建
設
事
業
費
が
五
十
二
億
四
千
九
百
三

十
一
万
一
千
円
と
全
体
の
二
二
・
八
％
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
道
路
や
学
校
の
施
設
整
備
な
ど

に
関
す
る
支
出
で
、
市
民
生
活
と
密
接
に
関
連

し
た
社
会
基
盤
の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
人
件
費
が
全
体
の
十
八
・
九
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

市の決算 市の決算 

市の決算 市の決算 

平成19年度 

を 
公表します 

■平成19年度に実施した主な投資的事業 

■市債の状況 

■平成19年度特別会計決算状況 

■平成19年度公営企業会計決算状況 

団体営河川工作物応急対策事業頭首工整備（伊集院地域） 

江口蓬莱館増築事業（東市来地域） 

地方道路整備臨時交付金事業市道整備（市内全地域） 

辺地対策事業市道整備（伊集院地域、吹上地域） 

過疎対策事業市道整備（東市来地域、日吉地域、吹上地域） 

広域営農団地農道整備（吹上地域） 

公営住宅整備事業（紙屋敷公営住宅、中園住宅、新宮住宅、榎園住宅） 

土地区画整理事業（徳重地区・湯之元第一地区） 

防火水槽整備事業（東市来地域、日吉地域） 

消防救急体制整備事業（市内全地域） 

消防ポンプ自動車等整備事業（東市来地域） 

伊集院中学校校舎建設事業（伊集院地域） 

総合運動公園整備事業（東市来地域、伊集院地域） 

まちづくり交付金集会施設建設事業（伊集院地域） 

県営かんがい排水事業（日吉地域） 

平成19年度借入額 

平成19年度末借入金残高 

28億6,850万円 

346億4,191万１千円 

歳出 
（目的別） 

230億 
2,036万 
2千円 

歳入 歳出 
（目的別） 

歳出 
（性質別） 

230億 
2,036万 
2千円 

歳出 
（性質別） 

民生費 
47億7,493万3千円 

20.7％ 

公債費 
40億5,459万5千円 

17.6％ 

衛生費 
28億9,900万4千円 

12.6％ 

総務費 
20億8,249万2千円 

9.1％ 

消防費 
7億4,646万6千円 

3.2％ 議会費・商工費・その他 
5億6,098万8千円 

2.4％ 

教育費 
24億8,019万9千円 

10.8％ 

土木費 
40億4,343万7千円 

17.6％ 

農林水産業費 
13億7,824万8千円 

6.0％ 

人件費 
43億3,971万6千円 

18.9％ 

補助費等 
11億9,889万7千円 

5.2％ 

維持補修費・その他 
1億6,413万7千円 

0.7％ 

扶助費 
32億1,708万4千円 

14.0％ 

物件費 
23億9,976万 

4千円 
10.4％ 

繰出金 
22億865万6千円 

9.6％ 

普通建設事業費 
52億4,931万1千円 

22.8％ 

災害復旧事業費 
1億8,820万2千円 

0.8％ 

公債費 
40億5,459万 

5千円 
17.6％ 

費 経 

的 

資 

投 

費 

経 

的 

務 

義 

費 

経 

他 

の そ 

歳入 
237億 
5,447万 
7千円 

市　税 
43億4,730万1千円 

18.3％ 

繰入金 
7億6,611万8千円 

3.2％ 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
6億7,217万9千円 

2.8％ 

市　債 
28億6,850万円 

12.1％ 

県支出金 
14億6,050万6千円 

6.1％ 

地方消費税交付金・地方譲与税・その他 
9億8,987万2千円 

4.2％ 

地方交付税 
86億4,307万3千円 

36.4％ 

国庫支出金 
31億8,544万7千円 

13.4％ 

存 

財 源 

自 主 

財 

源 

依 

　市民の皆様に納めていただいた税金や、国・県

からの補助金などの歳入は、「地理的特性と歴史

や自然との調和を生かしたふれあいあふれる健や

かな都市づくり」を目指して、私たちの生活をよ

りよくするために様々な形で使われています。 

　このたびの 12月議会定例会において、市の平

成 19年度決算が認定されましたので、地方自治

法第233条第６項の規定に基づき決算状況を公表

いたします。 

8億2,148万1千円 
3.5％ 

繰越金・諸収入 
その他 

69億3,971万５千円 

82億6,476万９千円 

２億9,360万５千円 

６億4,150万７千円 

4,355万７千円 

２億9,525万２千円 

687万５千円 

715万円 

397万９千円 

57万２千円 

540万２千円 

42億3,449万２千円 

67億4,126万５千円 

82億6,476万９千円 

２億6,764万７千円 

６億2,611万１千円 

4,265万１千円 

２億8,935万２千円 

266万３千円 

465万６千円 

232万５千円 

32万４千円 

500万８千円 

41億3,905万７千円 

１億9,845万円 

０円 

2,595万８千円 

1,539万６千円 

90万６千円 

590万円 

421万２千円 

249万４千円 

165万４千円 

24万８千円 

39万４千円 

9,543万５千円 

国民健康保険特別会計 

老人保健医療特別会計 

 

公共下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

国民宿舎事業特別会計 

 

温泉給湯事業特別会計 

公衆浴場事業特別会計 

飲料水供給施設特別会計 

 

介護保険特別会計 

国民保養センター及び 
老人休養ホーム事業特別会計 

住宅新築資金等貸付事業 
特別会計 

会　　　　計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 

２億9,276万４千円 

７億5,195万４千円 

３億3,848万２千円 

７億3,632万５千円 

△4,571万８千円 

1,562万９千円 

国民健康保険病院事業会計 

水道事業会計 

会　　　　計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 

特別養護老人ホーム事業 
特別会計 



　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
（
五
万
二
千
二
百
六
人
）
で
、
市
民
一

人
当
た
り
に
換
算
し
て
み
ま
す
。 

　
歳
入
の
う
ち
「
市
税
」
は
市
民
一
人
当
た
り

八
万
三
千
二
百
七
十
二
円
の
負
担
と
な
り
ま
し

た
。
内
訳
は
、
全
体
の
四
七
・
八
％
を
占
め
る

「
固
定
資
産
税
」
が
ト
ッ
プ
で
三
万
九
千
八
百

八
円
、
以
下
「
市
民
税
」
が
三
万
六
千
六
百
七

十
七
円（
四
四
・
〇
％
）、「
市
町
村
た
ば
こ
税
」

が
四
千
四
百
四
十
円（
五
・
三
％
）と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
次
に
歳
出
を
目
的
別
に
み
て
み
ま
す
。
市
民

一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
総
額
で
四

十
四
万
九
百
五
十
二
円
と
な
り
ま
し
た
。
最
も

多
い
の
が
前
述
し
た
よ
う
に
「
民
生
費
」
で
九

万
一
千
四
百
六
十
三
円
、
次
い
で
「
公
債
費
」

が
七
万
七
千
六
百
六
十
五
円
、「
土
木
費
」
が

七
万
七
千
四
百
五
十
二
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
、
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
は
一
人
当
た
り
三

十
五
万
七
千
六
百
八
十
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
足
額
の
大
部
分
が
「
地
方
交
付
税
」
や

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

市
民
一
人
当
た
り 

　
約
八
万
三
千
円
を
負
担 

市
民
一
人
に 

　
約
四
十
四
万
一
千
円
を
支
出 

市民１人当たりの 
市税負担額 

総額　83,272円 

市民１人当たりの 
支出額（目的別） 
総額　440,952円 

固定資産税 

市民税 市町村たばこ税 

民生費 公債費 

39,808円 

4,440円 36,677円 

77,665円 91,463円 

土木費 衛生費 

55,530円 77,452円 

教育費 総務費 

39,890円 47,508円 

農林水産業費 消防費 

14,298円 26,400円 

軽自動車税 入湯税 

54円 2,293円 

日置市を一般家庭にたとえると… 

市の決算 市の決算 

市の平成19年度一般会計歳入歳出決算額を一般家庭の１年間の家計簿に置き換えてみました。 
給与収入など家族で稼いだお金だけでは支出の全てをまかなえず、親からの援助や借金が必要な状況にあります。 

支　　　　出 

項　　　　目 金　　　　額 
構成比 
（％） 

食　費 

光熱水費、日用雑貨 

医療費 

ローンの返済 

子どもへの仕送り 

 

 

定期預金 

家などの修理 

（人件費） 

（物件費） 

（扶助費） 

（公債費） 

 

（投資的経費） 

（補助費等） 

（積立金） 

（維持修繕費） 

86万８千円（43億3,971万６千円） 

48万円（23億9,976万４千円） 

64万３千円（32億1,708万４千円） 

81万１千円（40億5,459万５千円） 

45万４千円（22億7,159万２千円） 

108万８千円（54億3,751万３千円） 

24万円（11億9,889万７千円） 

２千円（899万３千円） 

１万８千円（9,220万８千円） 

460万４千円（230億2,036万２千円） 

18.9 

10.4 

14.0 

17.6 

9.9 

23.6 

5.2 

0.0 

0.4 

100.0

家の増改築費、 
自動車の購入費 

自治会費、 
サークル会費 
 
 

繰出金、投資 
及び出資金 （ ） 

合　　　計 

合　　　計 

収　　　　入 

項　　　　目 金　　　　額 
構成比 
（％） 

（市税） 

（使用料、手数料等） 

（繰入金） 

（繰越金） 

 

（市債） 

給与収入 

 

預金の取り崩し 

前年度からの繰越金 

親からの援助 

借　金 

86万９千円（ 43億4,730万１千円） 

20万５千円（ 10億2,294万４千円） 

15万３千円（ ７億6,611万８千円） 

９万４千円（ ４億7,071万６千円） 

285万６千円（142億7,889万８千円） 

57万４千円（ 28億6,850万０千円） 

475万１千円（237億5,447万７千円） 

18.3 

4.3 

3.2 

2.0 

60.1 

12.1 

100.0

地方交付税、 
国県支出金等 （ ） 

※　金額は、決算額を5000分の１の規模に圧縮し端数を調整したものです。 
※　（　）は、決算上の区分と決算額を表しています。 

自
　
主
　
財
　
源 

依
存
財
源 

パート収入及び 
アパートの家賃収入等 

平成20年度への繰越金〔収入－支出〕　14万７千円（７億3,411万５千円） 

平成19年度普通会計 
バランスシート・行政コスト計算書を作成しました 

　本市の財政状況を市民によりわかりやすく提供するため、減価償却費などの企業会計的な手法を取り入れた財務諸表として、平成
19年度普通会計のバランスシート（貸借対照表）・行政コスト計算書（損益計算書）を作成したので公表します。 
　バランスシートは、地方公共団体の資産、負債等のストックの状況を明らかにするものです。一方、行政コスト計算書は資産形成に
つながらない 行政サービスなどに要した経費の状況を表したものです。 
　地方公共団体においては、これまで歳入歳出決算書の「フロー（収支）情報」から「経常収支比率」、「財政力指数」等の財政指標
により財政状況を把握してきましたが、バランスシートにより「ストック情報」を得たことで、年度末の一定時点における財政状況の
把握が可能となりました。 
　なお、地方公共団体の公有財産台帳には、保有資産の評価額が記載されていないため民間企業の作成するバランスシートとは資産の
積算方法が異なります。 

　バランスシートによると市が保有している資産の総額は962億円、負債が394億円、正味資産が568億円となっています。資
産の内訳は、そのほんとんどが道路や学校などの社会資本整備の結果を示す有形固定資産（減価償却後）が894億円で資産総
額の92.9％（うち土地は17.8％）を占め、投資等28億円（投資及び出資金、貸付金など）残りが現金及び預金や基金、未収金
などの流動資産が40億円となっています。 
　負債の内訳は、１年を超えて返済しなければならない固定負債が362億円、１年以内に返済しなければならない流動負債32
億円となっており、負債の合計は394億円となっています。正味資産の内訳は、国や県からの補助金が189億円、市独自の財源
である市税などの一般財源が379億円となっています。なお、負債・正味資産合計のうち正味資産は、59.0％を占めています。 

バランスシート ＊資産総額は962億円　負債総額は394億円 

（  　）書きは市民一人当たり 

資　　産：資産とは、将来にわたり公共サービスを提供できる価値 のこと（後世代の受けることのできるサービス） 
負　　債：将来返済すべき債務のこと（将来の市民の負担額） 
正味資産：資産と負債との差額のこと（これまでの市民の負担額） 

　バランスシートが市の資産や負債などのストックに関する情報を示すのに対し、行政コスト計算書は、人的なサービスや給
付サービスなどの資産形成につながらない当該年度の行政サービスの提供にかかるコストの情報を示すものです。これは、民
間企業会計の「損益計算書」に当たるもので、地方公共団体の場合は、「利益の追求」ではなく、住民福祉の増進を活動目的
とし、税金や受益者負担を財源とする行政サービスがいかに効率的に提供されたか、「最小の経費で最大の効果を挙げる」た
めにコスト側から分析するための表です。 
　行政コスト計算書によると、行政コストは190億円、収入は191億円、行政コストと収入との差引額は１億円となっています。 
　行政コストの内訳は、職員の雇用などの「人にかかるコスト」が40億円、施設などの保守や維持補修の「物にかかるコスト」
が69億円、他の団体への補助など「移転支出的なコスト」が72億円、災害復旧や公債費の利子返済など「その他のコスト」が
９億円となっています。 
　収入項目の内訳は、公共施設の使用料など使用料・手数料等が18億円、国県補助金などの国庫（県）支出金が33億円、市税
などの一般財源の収入が140億円となっています。 

行政コスト計算書 ＊行政コストは190億円　収入は191億円 

（  　）書きは市民一人当たり 

行政コスト：人件費などの「人に係るコスト」、物件費などの「物に係るコスト」、扶助費などの「移転支出的なコスト」、災害復旧費などの「その他のコスト」の合計 
収　　　入：収入を使用料・手数料、国庫（県）支出金、一般財源の合計 

平成18年度（H19.3.31現在　52,206人） 

資　　産 
963億円 

（184万円） 

行政コスト 
194億円 

（37万円） 

収　　入 
190億円 

（36万円） 

人にかかるコスト 
（行政サービスを提供する 
　職員にかかる費用） 

使用料・手数料等 
国庫（県）支出金 
一　般　財　源 

物にかかるコスト 
（物の消費や施設の維持補修、 
　減価償却に係る費用） 

移転支出的なコスト 
（社会保障制度に基づく扶助費 
　や他団体への資金の移動） 

その他のコスト 
（災害対策や公債費のうち利子、 
　不納欠損金など） 

40億 

70億 

74億 

10億 

17億 
31億 

142億 

負　　債 
398億円 

（76万円） 

正味資産 
565億円 

（108万円） 

平成19年度（H20.3.31現在　51,886人） 

資　　産 
962億円 

（185万円） 

負　　債 
394億円 

（76万円） 

正味資産 
568億円 

（109万円） 

平成18年度 

収入コストの差引額 
▲4億円（▲１万円） 

（  　）書きは市民一人当たり 

行政コスト 
190億円 

（36.7万円） 

収　　入 
191億円 

（36.9万円） 

人にかかるコスト 

使用料・手数料等 
国庫（県）支出金 
一　般　財　源 

物にかかるコスト 

移転支出的なコスト 

その他のコスト 

40億 

69億 

72億 

9億 

18億 
33億 
140億 

平成19年度 

収入コストの差引額 
1億円（0.2万円） 



●55項目のアクションプラン進ちょく状況の詳細は日置市ホーム 
　ページをご覧ください。 

行
 
ぎ
 ょ 
う
 

政
 
せ
 い 

改
 
か
 い 

革
 
か
 く 

　
市
で
は
、
平
成
１７
年
度
に
策
定
し

た
「
日
置
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基

づ
い
て
、
平
成
１８
年
度
か
ら
２２
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
具
体
的
な
取
り
組

み
方
法
と
な
る
、
５５
項
目
の
行
動
計

画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
を
定
め
、

平
成
１８
年
度
か
ら
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
の
目
標
と
す
る
効
果
額
は
、
平

成
１７
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
し
、

お
お
む
ね
５０
億
円
。
こ
れ
に
対
し
平

成
１９
年
度
ま
で
の
効
果
額
は
２６
億
４

千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

の
効
果
で
は
、
市
税
の
的

確
な
確
保
お
よ
び
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
の
受
益
者
負
担
の
適
正

化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
新
た
な
自
主
財
源
の
確
保

と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

市
の
資
産
や
発
行
物
等
を
広
告
媒
体

と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
有
料
広
告
事
業
を
導
入
し

ま
し
た
。 

の
効
果
で
は
、
職
員
の
定

員
適
正
化
計
画
を
定
め
、

定
員
管
理
を
実
施
、
職
員
削
減
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
補
助
対
象

事
業
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
整
理
統

合
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
平
成
２０
年
４
月
で
、
３０
の
公

共
施
設
で
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
管

理
運
営
を
実
施
し
、
効
率
的
な
管
理

運
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
市
政

の
実
現
を
図
る
た
め
、
日
置
市
行
政

改
革
推
進
委
員
会
（
会
長
　
宮
廻
甫

允
鹿
児
島
大
学
教
授
）
を
設
置
し
、

行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
調
査
、

審
議
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
十
一
月
七
日
、
今
年
度
第
一
回
の

会
議
が
開
催
さ
れ
、
行
政
改
革
行
動

計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
進

ち
ょ
く
状
況
や
行
政
評
価
の
取
り
組

み
、
補
助
金
の
見
直
し
状
況
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。 

　
市
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
報
告

に
、
委
員
か
ら
は
「
自
治
体
を
取
り

巻
く
状
況
が
厳
し
い
中
で
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
は
評
価
す
る
」「
今

後
も
目
標
と
す
る
効
果
額
の
達
成
に

向
け
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
取
り
組

み
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
っ

た
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

歳
入 

歳
出 

市
で
は
「
日
置
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
い
て 

平
成
１８
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

平
成
２２
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
目
標
効
果
額
を
お
お
む
ね
５０
億
円
と
定
め 

５５
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
進
め
て
い
る
行
政
改
革
。 

今
回
は
１９
年
度
ま
で
の
２
年
間
の
効
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

実
績
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
『
改
革
』
を
推
進
し
ま
す
。 

「
26
億
4
0
0
0
万
円
」
の
効
果
 

行
 
ぎ
 ょ 
う
 

政
 
せ
 い 

改
 
か
 い 

革
 
か
 く 

平
成
１８
年
度
か
ら
１９
年
度
ま
で
の
2
年
間
で
 

■ アクションプランに基づく行政改革効果額 ■ 

● 55のアクションプランの進ちょく度 ● 

アクションプランにより実施した主な内容 
歳入 

※①②＝プラン作成時に目標額が定められていません。 
※③＝見直しの検討中であり、結論は出ていません。 

使用料・手数料の見直し 

市税等公金徴収率の数値目標設定 

未利用土地等の活用・処分 

3,000 

17,058 

※①　 

20,058

2,000 

660,175 

81,965 

744,140合　計 

アクションプラン項目 
19年度までの 

目標額 効果額 

（単位：千円） 

歳出 

補助金の整理統合 

定員適正化計画の策定・公表 

臨時職員・嘱託職員等の適正配置 

特殊勤務手当の見直し 

特別職等の給料等の検討 

消耗品費等の削減 

委員会・審議会等の整理統合 

選挙投票区の見直し 

事業の厳選と優先順位の設定 

指定管理者制度の導入 

25,000 

166,324 

15,710 

5,269 

※②　  

69,000 

282 

4,000 

856,000 

25,256 

1,166,841

22,944 

216,298 

△7,677 

3,767 

8,611 

156,790 

9,355 

※③　  

1,470,140 

25,256 

1,905,484合　計 

アクションプラン項目 
19年度までの 

目標額 効果額 

（単位：千円） 

行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
開
催
 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

人材育成 

電子自治体の推進 

議　　会 

　　合　　計 

進ちょく度 

基本的な柱 

目
標
達
成
 

早
く
進
行
 

ほ
ぼ
計
画
 

ど
お
り
 

少
し
 

遅
れ
て
い
る
 

か
な
り
 

遅
れ
て
い
る
 

未
着
手
 

　
計
 

１ 

５ 

２ 

 

 

 

１ 

９ 

７ 

２ 

８ 

６ 

１ 

 

１ 

２５ 

５ 

 

５ 

３ 

１ 

２ 

 

１６ 

１ 

 

２ 

１ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

１４ 

７ 

１７ 

１０ 

３ 

２ 

２ 

５５ 

定員管理および給
与の適正化 

自主性・自立性の高
い財産運営の確保 
地方公共団体における
行政の担うべき役割の
重点化 

行政ニーズへの迅速か
つ的確な対応を可能と
する組織 



平成21年度は固定資産税の評価替えの年です 
シリーズ 2

固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）現在で、土地・家屋・償却資産を所有している人が納める税金です。 
税額は、固定資産の評価額をもとに算出しますが、この評価額を３年に１度見直します。これが評価替えです。 
前回（平成18年度）の評価替えでは、合併直後であったため統一できなかった評価方法を、今回の評価替えで統一します。 
３回シリーズで掲載する２回目は、「宅地の税負担の調整措置」および「雑種地の評価見直し」についてお知らせします。 

宅地の評価額と課税標準額について 

　宅地の評価額は、地価公示価格等の７割を目途に評価しています。この評価額が、そのまま課税標準額とな
るのが固定資産税の本来の姿ですが、本市を含めて多くの自治体ではそこまで達しておりません。 
　そこで、課税標準額を評価額に近づける調整として、負担調整措置などがあります。 

宅地の税負担の調整措置について 

　今回の評価の統一により、地区によっては評価額が上昇することがありますが、宅地には税負担の調整措置
があり、価格が大きく上昇しても、課税標準額は毎年度新しい評価額の５％分を上限に、なだらかに上昇します。 
　税額は課税標準額に税率（1.4％）をかけて算出し、評価額に対する前年度課税標準額の割合が一定割合を
超えると据え置きとなります。 

雑種地の評価見直しについて 

　土地の地目には、総務省が定めた「固定資産評価基準」において、田、畑、宅地、雑種地、山林、原野など
９種類があります。これらのうち雑種地については、駐車場、資材置場などを中心に、他の８種類に該当しな
い多種の土地が含まれており、これまで旧町ごとの評価の方法に較差が見られました。来年度の評価替えでは、
次のとおり雑種地の評価見直しを予定しています。 

　ご不明な点は、本庁税務課固定資産税係までお問い合わせください。 

また、税金について、地域や団体で研修等されたい場合は、出前講座の制度がありますので、ご活用ください。 

連絡先　電話　273－2111（内線1112～1114） 

【定義】 

雑種地A　→　建物を建築する際に造成することなく建物を建築することができる土地で、周辺宅地のおよそ７割 
　　　　　　 で評価する 
　（雑種地Aとなる土地の例） 
　　・原則として登記地目が宅地以外で、整地がなされているもの、または整地を要しないと認められる場合 
　　・普通住宅地区の資材置場、駐車場の場合 
　　・舗装、砂利で地表面を覆っている場合 
　　・農地として登記されているが、農地転用が許可されている場合　等 
雑種地B　→　建物を建築する際に造成することを要する土地で、周辺宅地のおよそ５割で評価する 
　（雑種地Bとなる土地の例） 
　　・恒久的でない建物の敷地で、登記地目が宅地以外の場合 
　　・建築確認が申請できる土地であり、周辺が宅地として利用されている場合 
　　・農地として登記されており、農地転用許可が必要である場合　等 
雑種地C　→　AおよびBまたは原野並みの雑種地に該当しない土地で、周辺宅地のおよそ３割で評価する 

『日置市少年補導センター』が開設されました 『日置市少年補導センター』が開設されました 
　少年の問題行動を未然に防止するため、学校、関係機関・団体及び地域の人々と密接な連携
をとりながら、街頭補導、環境浄化、相談等の諸活動を行い、少年の健全な育成を図ることを
目的に、「日置市少年補導センター」が開設されました。 

～ 市民の皆さまへのお願い ～ 
　有害図書自動販売機を一旦設置してしまいますと、業者との契約期間が切れない限り撤去は

難しい状況にあります。もし、業者から自動販売機設置の話を持ちかけられた場合は、まず販

売物が何なのかをきちんと確認するなど、安易に契約を結ばないようご協力をお願いします。 

　もし、個人での判断が難しい場合は、下記の少年補導センター事務局へご相談ください。 

少年の非行防止と健全育成を目的に 

少年歩道センターは次の活動に取り組みます 

街頭補導活動 

①　市教育委員会から委嘱された「少年補導委員」が、市街地およびその周辺
のたまり場になりやすい公園や神社等の巡回補導を行います。 

②　街頭補導は、東市来、伊集院、日吉、吹上の各地域ごとに作成された街頭
補導計画に基づいて、定期的に実施します。 
　※　子どもたちの下校時刻に合わせて、夕方に実施します。 

相談活動 

　少年の問題行動等に関する相談窓口を「日置市子ども支援センター」内に設けます。 
　　　　TEL　099－ 272－ 2309（直通）　TEL099－ 273－ 2111（内線1437） 
　　　　相談受付時間…午前９時～午後４時（月曜日～金曜日） 
　※ 子ども支援センターは、日置市教育委員会学校教育課内に設置されています。 

環境浄化活動 

①　ゲームコーナー設置店、カラオケ店等の遊戯施設に対し、少年の健全育成
についての理解と協力要請に努めます。 

②　書籍販売店（書店、コンビニ）およびレンタルビデオ店に対し、適切な陳
列方法および表示についての理解と協力要請に努めます。 

③　子どもが利用する携帯電話およびパソコンへの「フィルタリング導入」を
推進します。 

　　　※ P TAとも連携し、積極的な推進を図ります。 
④　有害図書自動販売機（成人向け雑誌、ビデオ等の自動販売機）の撤去運動
および設置防止運動に取り組みます。 

● このほか、少年補導センターだより発行等の広報啓発活動に取り組みます。 

＜お問い合わせ先＞　　日置市少年補導センター事務局（日置市教育委員会社会教育課内） 

　　　　　　　　　　　TEL 099－ 273－2111〔内線1432〕 



湯田との接戦を制し、鶴丸が連覇! 11/16 第3回　東市来地域駅伝 
東市来総合運動公園および遠見番山麓周回コース 

妙円寺Aチームが優勝! 飯牟礼チームの追い上げ及ばず 11/16 第4回　伊集院地域駅伝 
伊集院総合運動公園周回コース 

圧倒的な強さで吉利体育協会Aチームが3連覇! 11/23 第40回　日吉地域駅伝 
日吉地域一周 

花田Aが優勝! 11/9 第46回　吹上地域駅伝 
南回りコース 

▲鶴丸地区が先頭でゴールイン ▲接戦が続きます ▲6チームが一斉にスタート!

▲優勝の妙円寺Aチーム ▲タスキをつなぐ朝日ヶ丘チーム ▲７チームが一斉にスタート!

▲優勝吉利A ▲２位住吉A ▲３位川西A

▲花田Aが優勝 ▲あとは、たのむぞ ▲優勝目指してがんばるぞ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

地域駅伝競走大会 地域駅伝競走大会 



「
思
い
や
り
の
心
」・「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
を
大
切
に 

人
権
週
間
の
啓
発 

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
、
鹿
児
島
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
お
よ
び
日
置
市

で
は
、
美
山
窯
元
祭
り
に
お
い
て
、

十
一
月
二
日
、
人
権
週
間
（
十
二
月

四
日
か
ら
十
日
）
の
啓
発
の
一
環
と

し
て
、
チ
ラ
シ
、
物
品
な
ど
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
人
権
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ま

も
る
君
」
と
「
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
も

参
加
。
マ
ス
コ
ッ
ト
と
一
緒
に
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
笑
顔

を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
々

の
大
切
な
人
権
を
守
る
た
め
、
各
地

域
に
お
い
て
人
権
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
連
絡
先 

日
置
市
市
民
生
活
課 

電
話
０
９
９
‐
２
７
３
‐
２
１
１
１ 

（
内
線
　
１
１
４
４
） 

住
民
の
憩
い
の
場
、自
治
公
民
館 

備
品
活
用
交
流
会
、セ
ン
タ
ー
落
成
式 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
て
購
入
し
た
備
品
の
活
用
交
流
会

が
麓
下
自
治
公
民
館
で
十
一
月
八
日
、

同
事
業
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
た
田

之
湯
自
治
公
民
館
の
落
成
式
が
同
月

九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
麓
下
自
治
会
で
自
治
会
長
が
、
備

品
の
お
披
露
目
と
活
用
説
明
の
後
、

子
ど
も
か
ら
大
人
み
ん
な
で
、
綱
引

き
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ

り
、
血
圧
計
、
パ
ソ
コ
ン
、
液
晶
テ

レ
ビ
に
触
れ
た
り
し
ま
し
た
。 

　
田
之
湯
自
治
会
で
は
、
念
願
の
公

民
館
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

が
完
成
し
て
、
自
治
会
活
動
の
中
心

に
な
る
よ
う
み
ん
な
で
落
成
を
祝
い

ま
し
た
。 

よ
り
一
層
の
相
互
理
解
を
誓
う 

文
化
交
流
友
好
協
力
関
係
協
約 

　
十
一
月
一
日
か
ら
東
市
来
地
域
で

「
美
山
窯
元
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、

日
置
市
と
の
友
好
都
市
で
あ
る
大
韓

民
国
南
原
市
の
チ
ェ
・
ジ
ュ
ン
グ
ン

市
長
、
イ
・
ガ
ン
ソ
ク
議
長
を
招
待

し
ま
し
た
。 

　
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
に
は
、
窯

元
祭
り
の
お
客
さ
ん
や
美
山
地
区
の

方
々
な
ど
が
集
ま
り
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
チ
ェ
・
ジ
ュ
ン
グ
ン
市
長
の
日

本
語
を
交
え
な
が
ら
の
あ
い
さ
つ
に

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
あ
が
り

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
日
置
市
中
央
公
民
館
中

ホ
ー
ル
に
て
、
日
置
市
、
南
原
市
の

名
誉
市
民
で
あ
る
十
四
代
沈
壽
官
氏

の
立
ち
会
い
の
下
に
、「
文
化
交
流

友
好
協
力
関
係
協
約
」
を
締
結
し
ま

し
た
。 

　
協
約
式
で
は
宮
路
市
長
が
「
文
化
・

産
業
な
ど
多
く
の
分
野
で
交
流
を
深

め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
チ
ェ
市
長

も
「
日
置
市
の
風
景
や
文
化
が
南
原

市
と
似
て
い
る
。
友
好
関
係
を
今
後

も
深
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
立
会
人
の
十
四
代
沈
壽
官
氏
は
「
こ

れ
か
ら
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
交

流
の
窓
口
を
市
民
同
士
の
友
好
親
善

に
拡
大
し
て
い
け
れ
ば
、
今
回
の
協

約
は
輝
か
し
い
も
の
に
な
る
」
と
今

後
の
交
流
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。 

　
今
後
も
日
置
市
で
は
、
国
際
交
流

員
を
活
用
し
て
の
小
・
中
学
校
で
の

授
業
や
生
涯
学
習
講
座
の
開
設
、
青

少
年
の
交
流
事
業
、
韓
国
文
化
体
験

ツ
ア
ー
の
実
施
、
南
原
市
立
国
楽
団

の
特
別
公
演
の
開
催
な
ど
、
市
内
全

域
に
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

　
　
　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て 

日
置
市
社
会
福
祉
大
会 

　
社
会
福
祉
に
関
す
る
市
民
の
理
解

と
関
心
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
、「
第

四
回
日
置
市
社
会
福
祉
大
会
」
が
十

一
月
二
十
六
日
、
伊
集
院
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
の
テ

ー
マ
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

社
会
教
育
関
係
諸
団
体
、
社
会
福
祉

施
設
及
び
福
祉
関
係
諸
団
体
、
一
般

市
民
の
約
三
百
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
大
会
は
、
あ
づ
ま
保
育
園
児
の
「
あ

づ
ま
太
鼓
」
で
開
幕
し
、
長
年
、
地

域
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
十
四
名

と
一
団
体
へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
本
年
度
の
福
祉
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
四

名
の
作
文
朗
読
、「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
お
じ
ゃ
ん
せ
会
」
の
横
内
眞
由
美

さ
ん
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
活
動
発
表
で
は
、
地
道
な
活
動
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
い
き
い
き
サ
ロ

ン
へ
の
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
記
念
講
演
で
は
、
鹿
児
島
県
社
会

福
祉
会
会
長
の
久
永
繁
夫
氏
が
「
高

齢
者
虐
待
に
つ
い
て
考
え
る
」
の
演

題
で
講
演
さ
れ
、
虐
待
の
早
期
発
見

の
た
め
の
情
報
収
集
と
事
実
確
認
、

相
談
体
制
の
充
実
が
高
齢
者
虐
待
防

止
に
不
可
欠
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。 

地
域
を
守
る
青
色
灯 

鶴
丸
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
発
式 

　
鶴
丸
小
学
校
で
十
月
二
十
七
日
、

鶴
丸
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
パ

ト
ロ
ー
ル
車
乗
車
証
交
付
式
お
よ
び

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
地
域
で
青
色
灯
装
着
の

資
格
を
取
り
防
犯
の
た
め
に
、
定
期

的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
で
す
。 

　
日
置
警
察
署
長
が
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

長
（
鶴
丸
地
区
公
民
館
長
）
に
委
嘱

状
を
交
付
し
、
隊
長
、
署
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
児
童
代
表
の
松
田
智
保

（
小
六
）
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
パ
ト
ロ
ー
ル
車
は
、
児
童

に
見
送
ら
れ
、
地
域
防
犯
の
た
め
に

出
発
し
ま
し
た
。 

心
の
半
鐘 

半
鐘
の
設
置 

　
中
央
通
公
園
（
伊
集
院
）
に
十
月

十
八
日
、
半
鐘
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
親
子
三
代
に
わ
た
り
消

防
団
員
を
務
め
て
い
た
、
伊
集
院
町

下
谷
口
の
鈴
木
俊
孝
さ
ん
が
、
半
鐘

台
を
寄
贈
し
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
半
鐘
は
、
五
十
年
以
上
前
、

現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
場
所
（
伊
集
院
町

下
谷
口
）
に
あ
っ
た
警
察
署
の
物
見

や
ぐ
ら
の
上
に
あ
っ
た
も
の
で
、
戦

後
消
防
団
の
警
察
か
ら
の
分
離
や
警

察
署
の
移
転
な
ど
で
消
防
車
庫
に
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。 

　
鈴
木
さ
ん
は
、「
地
域
の
方
々
の

心
の
鐘
と
し
て
、
ま
た
、
町
の
活
性

化
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

▲麓下自治会 

▲お礼の言葉を述べる松田智保さん 

▲久永繁夫氏の記念公演 ▲横内眞由美さんの活動発表 ▲田之湯自治会 

な
む
う
ぉ
ん 



イベントで盛り上がりました 

宮
崎
を
松
明
が 

　
　
照
ら
し
ま
し
た 

深
固
院
祭
り 

　
第
十
六
回
深
固
院
祭
り
が
十
一
月

十
六
日
、
扇
尾
地
区
深
固
院
ふ
れ
あ

い
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
郷
土
芸
能
の
奉
納
や
扇
尾
保
育
園

の
子
ど
も
太
鼓
、
寸
劇
や
踊
り
が
行

わ
れ
、
飛
び
入
り
で
参
加
さ
れ
る
来

場
者
も
い
る
な
ど
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
そ
の
昔
、
農
民

を
励
ま
そ
う
と
石
屋
和
尚
が
落
ち
穂

を
拾
い
団
子
を
作
っ
て
食
べ
さ
せ
た
。

和
尚
が
こ
の
団
子
を
深
固
院
団
子
と

言
っ
た
こ
と
が
、
現
在
の
し
ん
こ
団

子
の
始
ま
り
」
と
由
来
の
あ
る
し
ん

こ
団
子
の
香
ば
し
い
香
り
が
会
場
中

に
ひ
ろ
が
り
、
多
く
の
人
が
秋
の
一

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
島
津
豊
久
公
の
縁
で
交
流
を
深
め

て
い
る
宮
崎
市
佐
土
原
町
で
十
一
月

二
日
、
第
二
回
「
和
・
炎
の
祭
典
」

が
開
催
さ
れ
五
千
五
百
本
の
松
明
が

夜
空
を
照
ら
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
広
瀬
西
小
学
校
区
地
域

づ
く
り
協
議
会
、
明
る
い
郷
土
を
つ

く
る
会
、
佐
土
原
町
商
工
会
の
三
団

体
で
共
同
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

　
松
明
に
点
火
が
始
ま
る
と
、
あ
た

り
一
面
は
幻
想
的
な
風
景
に
。 

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
郷
土
芸
能

や
小
学
生
に
よ
る
臼
太
鼓
踊
り
な
ど

の
披
露
が
あ
り
会
場
を
埋
め
尽
く
し

た
観
客
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
山
神
の
響
炎
実
行
委
員
会

の
久
木
　
委
員
長
と
吹
上
青
松
太
鼓

保
存
振
興
会
の
北
野
会
長
も
祭
り
に

招
か
れ
祭
り
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。 

テ
レ
ビ
生
中
継 

Ｎ
Ｈ
Ｋ（
Ｂ
Ｓ
２
）お
ー
い
、ニ
ッ
ポ
ン 

　
鹿
児
島
県
の
魅
力
を
紹
介
す
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
（
Ｂ
Ｓ
２
）
の
番
組
「
お
ー
い
、

ニ
ッ
ポ
ン
」
が
十
一
月
二
日
、
放
送

さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
置
市
か
ら
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
篤

姫
」
の
音
楽
で
お
な
じ
み
の
作
曲
家
・

吉
俣
良
さ
ん
と
タ
レ
ン
ト
の
山
田
ま

り
や
さ
ん
な
ど
が
出
演
し
、
伊
集
院

文
化
会
館
か
ら
生
中
継
。 

　
ま
た
、
市
中
央
公
民
館
前
広
場
で

は
、
か
ご
し
ま
自
慢
の
食
材
を
集
め

た
イ
ベ
ン
ト
「
う
ま
い
も
ん
横
丁
」

も
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

薩摩焼きの里 
　    観光客でにぎわう 

第
２３
回
美
山
窯
元
祭
り 

　
美
山
窯
元
祭
り
が
十
一
月
一
日
か

ら
三
日
ま
で
薩
摩
焼
き
の
里
美
山
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
期
間
中
、
テ
レ
ビ
放
映
や
今
年
三

月
三
十
一
日
か
ら
美
山
Ｉ
Ｃ
も
開
通

し
た
効
果
な
ど
に
よ
り
、
た
く
さ
ん

の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
、
県
外
ナ
ン

バ
ー
の
車
も
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
陶
器
を
求
め
て
散
策
す
る
人
、
ろ

く
ろ
や
手
ひ
ね
り
体
験
を
す
る
家
族

連
れ
な
ど
約
十
万
人
が
美
山
窯
元
祭

り
を
楽
し
み
、
ス
テ
ー
ジ
会
場
で
は
、

陶
器
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

　
物
産
コ
ー
ナ
ー
新
企
画
の
、『
も

っ
と
知
ろ
う
お
隣
り
「
韓
国
」』
ブ

ー
ス
で
は
、
キ
ム
チ
・
の
り
・
菓
子

の
日
韓
食
べ
比
べ
や
、
お
茶
の
試
飲
・

韓
国
の
伝
統
的
な
音
楽
・
遊
び
の
体

験
・
民
族
衣
装
の
試
着
な
ど
を
行
い
、

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

勇
壮
華
麗
に
流
鏑
馬
奉
納 

伊
作
流
鏑
馬
奉
納 

　
鹿
児
島
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
伊
作
流
鏑
馬
が
十

一
月
二
十
三
日
、
大
汝
牟
遅
（
お
お

な
む
ち
）
神
社
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
流
鏑
馬
は
天
文
（
一
五
三
八
）
七

年
島
津
忠
良
公
が
、
加
世
田
城
攻
め

の
戦
勝
を
祈
っ
て
奉
納
し
、
以
来
毎

年
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
射
手
は
高
田
利
文
さ
ん
（
小
野
自

治
会
）
と
益
満
太
さ
ん
（
浜
田
中
自

治
会
）
の
二
人
。
交
互
に
三
回
ず
つ

走
り
ま
し
た
。
時
々
小
雨
の
降
る
あ

い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
矢
が
的

に
当
た
る
た
び
に
詰
め
掛
け
た
観
衆

か
ら
は
盛
大
な
拍
手
や
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
吹
上
浜
公
園
体
育
館
な
ど

で
は
流
鏑
馬
行
事
体
育
大
会
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

本
場
キ
ム
チ
を
味
わ
っ
て
！ 

ジ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
の
キ
ム
チ
作
り
教
室 

　
東
市
来
中
央
公
民
館
で
十
月
三
、

四
日
の
二
日
間
、
国
際
交
流
員
の
李

濬
京
（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン
）
さ
ん

が
、
キ
ム
チ
作
り
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
今
年
四
月
に
赴
任
し
た
李
さ
ん
は
、

キ
ム
チ
作
り
を
教
え
る
の
は
今
回
が

初
め
て
。 

　
今
回
の
キ
ム
チ
は
、
大
根
を
材
料

に
し
た
「
カ
ク
ド
ゥ
ギ
」。
残
っ
た

材
料
で
「
ト
ッ
ポ
ギ
」
と
呼
ば
れ
る

料
理
も
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ッ

ポ
ギ
の
試
食
会
を
し
な
が
ら
、
キ
ム

チ
の
歴
史
、
韓
国
文
化
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。 

マ
シ
ッ
ソ
ヨ
！ 

　
　（
お
い
し
い
よ
！
） 

第
一
回
世
界
味
の
旅 

　
東
市
来
中
央
公
民
館
で
十
一
月
十

五
日
、
料
理
講
座
「
世
界
味
の
旅
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
市
が
実
施
し
て
い
る
事
業

で
、
食
を
通
じ
て
市
民
に
世
界
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

各
国
の
料
理
を
全
五
回
の
日
程
で
計

画
し
た
も
の
。 

　
一
回
目
は
韓
国
出
身
で
市
国
際
交

流
員
の
李
濬
京
（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ョ

ン
）
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
プ
ル
コ

ギ
や
チ
ジ
ミ
な
ど
合
計
五
品
を
調
理

し
ま
し
た
。 

　
試
食
会
で
参
加
者
は
「
短
時
間
で

こ
ん
な
品
数
が
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」「
レ
シ
ピ
に
加
え
た
い
。

次
回
が
楽
し
み
」
と
、
残
り
四
回
の

講
座
が
待
ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。 

マ
レ
ー
シ
ア
料
理
に
挑
戦 

マ
レ
ー
シ
ア
料
理
講
座 

　
吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交
流
実
行
委

員
会
で
は
、
今
年
八
月
に
赴
任
し
た

国
際
交
流
員
の
ワ
ン
さ
ん
を
講
師
に

十
月
十
二
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
料
理
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
日
置
市
内
を
は
じ
め
鹿
児
島
市
や

鹿
児
島
大
学
の
留
学
生
な
ど
三
十
六

人
が
参
加
し
、
日
本
の
料
理
に
は
使

わ
な
い
ス
パ
イ
ス
な
ど
を
使
っ
た
ス

パ
イ
シ
ー
な
エ
ビ
カ
レ
ー
と
赤
唐
辛

子
を
使
っ
た
サ
ン
バ
ル
と
い
う
辛
口

料
理
、
デ
ザ
ー
ト
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
甘
口
の
ク
エ
・
ク
リ
ア
と
い

う
揚
げ
菓
子
を
作
り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
み

ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
な
が
ら
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
日
本
の
食
文
化
に
つ
い

て
話
し
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

▲ろくろ体験コーナー 

▲ステージ会場（吹上青松太鼓） ▲韓国伝統楽器のチャング 

た
い
ま
つ 

佐土原第２回「和・炎の祭典 



お
い
し
い
お
茶
を
入
れ
る
に
は 

お
茶
に
つ
い
て
学
習 

　
土
橋
小
学
校
（
伊
集
院
）
五
年
生

と
六
年
生
の
児
童
が
十
一
月
七
日
、

お
茶
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
長
船
（
お
さ
ふ
ね
）
由
美

さ
ん
か
ら
、
鹿
児
島
の
お
茶
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、「
お

茶
の
甘
さ
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
に

は
、
お
湯
の
温
度
は
七
十
度
く
ら
い

が
良
い
」・「
茶
の
葉
を
は
か
っ
て
急

須
に
入
れ
る
」
な
ど
、
お
茶
の
入
れ

方
に
つ
い
て
学
び
、
さ
っ
そ
く
実
践

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
自
分
で
入
れ
た
お
茶
を
飲

ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、「
ち
ょ
っ
と

苦
か
っ
た
け
ど
、
甘
さ
も
わ
か
っ
て
、

お
い
し
か
っ
た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら

も
家
族
の
た
め
に
入
れ
て
あ
げ
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

吉
利
小
学
校
で 

「
小
松
帯
刀
家
」
古
書
展 

小
松
帯
刀
家
関
係
古
書
展 

　
地
域
の
方
々
に
学
校
を
自
由
に
参

観
し
て
い
た
だ
く
「
地
域
が
育
む
『
か

ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」（
十

一
月
四
日
か
ら
七
日
、
九
日
の
五
日

間
）
に
、
吉
利
小
学
校
で
小
松
帯
刀

家
関
係
古
書
の
展
示
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
期
間
中
、
小
松
帯
刀
公
が
書
い
た

手
紙
の
下
書
き
や
小
松
清
猷
（
き
よ

も
と
）
が
十
二
歳
の
と
き
の
書
な
ど

展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
お
仮
屋
跡
（
領
主
館
）
で
あ
る
吉

利
小
学
校
に
は
、
大
隅
の
地
頭
だ
っ

た
祢
寝
（
ね
じ
め
）
氏
が
、
吉
利
へ

封
替
え
さ
れ
た
と
き
に
持
参
し
た
手

水
鉢
（
ち
ょ
う
ず
ば
ち
）
や
、
ろ
う

そ
く
を
つ
く
る
た
め
に
使
わ
れ
た
垂

蝋
臼
（
た
る
ろ
う
う
す
）
な
ど
も
あ

り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

数
の
不
思
議 

そ
の
道
の
達
人
授
業 

　
鶴
丸
小
学
校
で
十
一
月
十
四
日
、

そ
の
道
の
達
人
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
各
界
で
活
躍
す
る
著
名
人

を
全
国
の
学
校
に
派
遣
し
、
達
人
が

授
業
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
に
学
ぶ
こ
と
の
意
味
や
楽
し
さ

を
伝
え
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

目
的
で
文
部
科
学
省
が
委
嘱
し
た
事

業
で
す
。 

　
今
回
の
達
人
は
「
算
数
の
楽
し
い

授
業
の
達
人
」
芳
沢
光
男
氏
で
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
で
勝
つ
方
法
や
誕
生
日
当

て
ク
イ
ズ
、
あ
み
だ
く
じ
当
て
な
ど
、

身
近
な
話
題
の
不
思
議
に
着
目
し
た

授
業
で
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
六
年
の
赤
崎
杏
奈
さ
ん
は
「
算
数

は
苦
手
だ
け
ど
、
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
。
算
数
が
好
き
に
な
れ
そ
う
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
芳
沢
氏
は
「
頭
が
良
く
な
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
」
と
の
質

問
に
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
一
生
懸
命
自
分
で
考
え
る
こ
と
も

大
切
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

不
審
者
に
気
を
つ
け
よ
う 

避
難
訓
練（
吉
利
小
学
校
） 

　
吉
利
小
学
校
で
十
月
二
十
九
日
、

教
室
に
不
審
者
が
侵
入
し
た
と
き
や

登
下
校
中
不
審
者
に
遭
遇
し
た
と
き

の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
教
室
へ
不
審
者
が
侵
入
し
た
と
想

定
し
た
実
技
で
は
、
不
審
者
を
先
生

が
防
止
し
、
そ
の
間
に
子
ど
も
た
ち

は
校
庭
へ
避
難
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ

た
と
き
は
、
離
れ
た
場
所
か
ら
大
き

な
声
で
会
話
し
、「
こ
ど
も
一
一
○

番
の
家
」
ま
た
は
近
く
の
人
家
に
駆

け
込
み
、
報
告
す
る
こ
と
を
、
実
技

を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。 

日
置
市
各
所
で 

　
　
　
文
化
の
秋
　
芸
術
の
秋
を
堪
能 

伊
集
院
地
域
文
化
祭
・
日
置
市
芸
術
祭 

　
伊
集
院
地
域
文
化
祭
が
十
一
月
三

日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
舞
台
で
は
、
舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

バ
レ
エ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ

で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ

れ
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
。 

　
作
品
展
示
部
門
で
は
、
文
化
会
館

と
市
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
絵
画
や

書
道
な
ど
の
多
く
の
作
品
が
展
示
さ

れ
大
勢
の
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

　
市
中
央
公
民
館
前
広
場
で
行
わ
れ

た
、
か
し
こ
い
消
費
者
大
会
で
は
、

各
種
女
性
団
体
に
よ
る
青
空
市
場
や

提
供
品
販
売
・
食
事
コ
ー
ナ
ー
な
ど

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
十
一
月
九
日
に
は
、
日
置

市
芸
術
祭
が
伊
集
院
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
に
は
、
各
地
域

公
民
館
講
座
の
作
品
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
舞
踊
や
コ
ー

ラ
ス
・
郷
土
芸
能
な
ど
の
発
表
が
あ

り
訪
れ
た
観
客
は
、
文
化
の
秋
・
芸

術
の
秋
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

東
市
来
地
域
文
化
祭 

吹
上
地
域
文
化
祭 

日
吉
地
域
文
化
祭 

　
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

十
一
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
の
四
日

間
、
第
四
回
東
市
来
地
域
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
期
間
中
、
大
勢
の
市
民
が
訪
れ
、

セ
ン
タ
ー
内
の
東
市
来
地
域
文
化
協

会
員
に
よ
る
文
芸
、
生
花
、
絵
画
な

ど
の
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。 

　
三
日
に
は
、
こ
け
け
ホ
ー
ル
で
日

本
舞
踊
、
マ
ジ
ッ
ク
、
居
合
道
な
ど

二
十
二
団
体
に
よ
る
芸
能
発
表
が
行

わ
れ
、
多
彩
な
演
技
に
観
客
か
ら
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
日
吉
地
域
文
化
祭
が
十
一
月
一
日
・

二
日
に
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
作
品
展
示
と
芸
能
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
や

書
道
、
生
け
花
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な

ど
す
ば
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
合
奏
や
ダ
ン
ス
、

舞
踊
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
活
動
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
文
化
祭
が
十
一
月
一
日

か
ら
二
日
間
、
吹
上
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
作
品
展
示
や
、
芸
能
発
表

を
大
勢
が
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
作
品
展
示
で
は
、
公
民
館
体
育
館

に
所
狭
し
と
出
品
さ
れ
た
作
品
が
並

ん
で
い
ま
し
た
。 

　
二
日
か
ら
は
公
民
館
ホ
ー
ル
で
芸

能
発
表
も
行
わ
れ
小
中
学
校
の
合
唱
、

演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
芸

能
に
観
衆
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
で
は
、
地
区
公
民
館
単

位
で
も
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
九
日

に
野
首
、
十
六
日
に
永
吉
、
花
田
、

和
田
、
坊
野
、
平
鹿
倉
、
藤
元
で
、

十
二
月
七
日
は
吹
上
で
芸
能
発
表
や

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

▲多くの人でにぎわう「かしこい消費者大会」 ▲伊集院地域文化祭（フラダンス） 

▲日置市芸術祭（ダンス・日吉地域） ▲書道の展示に見入る観客 

▲大正琴演奏 ▲合唱 

▲合唱 

▲作品展示コーナー 

▲日吉五ツ太鼓による演奏 

▲生花の展示 

は
ぐ
く 



年
に
一
度
の
大
収
穫
祭 

　
都
市
農
村
交
流
施
設
チ
ェ
ス
ト
館

（
伊
集
院
）
大
収
穫
祭
が
十
一
月
十

一
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
同
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
期
間
中
は
、
大
収
穫
祭
企
画
と
し

て
、
新
鮮
野
菜
・
生
花
・
果
物
の
競

り
市
や
手
作
り
バ
タ
ー
体
験
、
手
打

ち
う
ど
ん
・
ソ
バ
の
実
演
な
ど
が
行

わ
れ
、
店
内
は
連
日
お
客
さ
ん
で
大

に
ぎ
わ
い
。 

　
本
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
十
五
日

に
は
、「
敏
い
と
う
と
ハ
ッ
ピ
ー
＆

ブ
ル
ー
」
の
ボ
ー
カ
ル
か
じ
の
剛
さ

ん
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
五
百
円
以

上
の
お
買
い
物
レ
シ
ー
ト
で
抽
選
会

を
開
催
。
ま
た
、
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
、
生
産
者
の
方
々
の
作
っ

た
野
菜
を
使
用
し
た
芋
だ
ん
ご
汁
が

振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
終
日
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

地
域
づ
く
り
の 

     

拠
点
の
場
と
し
て 

　「
伊
作
え
び
す
家
」
の
三
周
年
記

念
の
イ
ベ
ン
ト
が
十
一
月
九
日
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
会
場
に
は
大
勢
の
人
が
詰
め

掛
け
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
匠
の
技
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
傘
の

修
理
や
、
県
下
で
も
た
だ
一
人
の
職

人
と
な
っ
た
竹
細
工
の
実
演
、
組
ひ

も
の
実
演
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
伊
作
え
び
す
家
は
平
成
十
七
年
十

月
に
オ
ー
プ
ン
。
昭
和
三
十
年
代
の

食
堂
を
改
装
し
、
骨
材
に
は
伊
作
村

役
場
の
解
体
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
店
内
は
休
憩
所
兼

交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
あ
り
昔
懐
か
し

い
昭
和
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
づ
く
り
の
拠
点

の
場
と
し
て
発
展
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

お
楽
し
み
抽
選
会
で 

     

に
ぎ
わ
い
ま
し
た 

　
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
十
一
月
二
日
、
日

吉
地
域
産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
各
団
体
に
よ
る
地
元
の
農
産
物
・

竹
炭
・
苗
物
の
販
売
や
、「
と
く
と

く
ひ
お
き
券
」
な
ど
が
当
た
る
お
楽

し
み
抽
選
会
が
あ
り
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

日
置
市
の
魅
力
あ
る
農
業
を
体
験
！ 

日
置
市
担
い
手
農
家
結
婚
支
援
事
業 

日
吉
地
域
産
業
祭 

　
独
身
女
性
と
の
交
流
が
少
な
い
独

身
の
担
い
手
農
家
に
、
出
会
い
の
場

を
提
供
し
よ
う
と
十
月
十
八
日
か
ら

十
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
「
ふ
れ

あ
い
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
鹿
児
島
市
や
薩
摩
川
内

市
な
ど
か
ら
の
女
性
二
十
二
人
、
日

置
市
内
の
担
い
手
農
家
な
ど
の
男
性

二
十
一
人
。 

　
開
会
式
で
は
宮
路
市
長
が
「
女
性

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
日
置
市
の
農
業

や
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
心

通
う
異
性
の
方
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。
こ
の
二
日
間
を
楽
し
く
有
意
義

な
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
参
加
者
は
早
速
、
み
か
ん
狩

り
体
験
や
さ
つ
ま
い
も
収
穫
体
験
な

ど
を
行
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。 

　
交
流
パ
ー
テ
イ
で
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
自
己
ピ
ー
ア
ー
ル
な
ど

を
行
い
、
参
加
者
全
員
が
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
で
、
会
話
を
弾
ま
せ
て
い

ま
し
た
。 

　
二
日
目
は
、
薩
摩
焼
の
里
美
山
で

の
陶
芸
体
験
や
窯
元
の
散
策
を
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
行
い
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
ま
た
、
幻
の
宰
相
「
小
松
帯

刀
」
の
墓
地
の
見
学
、
江
口
蓬
莱
館

で
の
買
い
物
な
ど
を
楽
し
み
、
江
口

浜
荘
で
閉
会
式
を
行
い
ま
し
た
。 

　
担
い
手
農
家
の
男
性
か
ら
「
た
く

さ
ん
の
女
性
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
て
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。
意
中

の
女
性
と
出
会
え
た
の
で
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

目
指
せ
　
全
国
大
会
優
勝
！ 

鹿
児
島
城
西
高
校
サ
ッ
カ
ー
部 

　
第
八
十
七
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
県
大
会
で
八
年
ぶ
り
二
回
目

の
優
勝
を
飾
っ
た
鹿
児
島
城
西
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
が
十
一
月
七
日
、
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
市
長
は
、「
国
立
競
技
場
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。

安
田
啓
優
主
将
は
、「
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
、
ベ
ス
ト
８
に
終
わ
り
悔
し

い
思
い
を
し
た
の
で
、
今
回
は
、
優

勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
」

と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。 

　
鹿
児
島
城
西
高
校
は
、
十
二
月
三

十
日
か
ら
一
月
十
二
日
ま
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

防
犯
願
い
、気
迫
の
一
本
！ 

第
２
回
日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道
錬
成
大
会 

　
日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道
錬
成
大

会
が
十
一
月
十
五
日
、
伊
集
院
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
少
年
剣
士
が
一
同

に
会
し
剣
道
を
通
じ
て
の
親
睦
、
心

身
の
鍛
錬
、
技
術
の
向
上
お
よ
び
青

少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
約
百
名
の
剣
士
が
参
加
。

団
体
戦
の
部
、
個
人
戦
の
部
で
競
技

し
ま
し
た
。 

　
選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
出
し
合
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

会
場
を
訪
れ
た
保
護
者
な
ど
か
ら
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
今
大
会
よ
り
西
酒
造
株
式

会
社
、
小
正
醸
造
株
式
会
社
、
合
資

会
社
丸
山
喜
之
助
商
店
か
ら
優
勝
旗

が
寄
贈
さ
れ
、
小
・
中
学
校
団
体
戦
、

小
学
校
高
学
年
男
子
、
中
学
校
男
子

個
人
戦
の
部
の
優
勝
者
に
そ
れ
ぞ
れ

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 【
団
体
戦
】 

　
小
学
校
団
体 

　
　
伊
集
院
剣
心
館
Ａ 

　
中
学
校
団
体 

　
　
伊
集
院
剣
心
館 

【
個
人
戦
】 

　
小
学
校
低
学
年
男
子
の
部 

　
　
古
川
征
矢
（
天
昌
剣
道
ス
ポ
少
） 

　
小
学
校
低
学
年
女
子
の
部 

　
　
福
永
ら
ら
（
伊
集
院
剣
心
館
） 

　
小
学
校
高
学
年
男
子
の
部 

　
　
日
高
　
賢
（
伊
集
院
剣
心
館
） 

　
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部 

　
　
藏
薗
実
夕
妃
（
上
市
来
剣
道
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
少
） 

　
中
学
校
男
子
の
部 

　
　
柏
木
真
宙
　（
伊
集
院
剣
心
館
） 

　
中
学
校
女
子
の
部 

　
　
坂
口
秋
恵
　（
吹
上
中
学
校
） 

下
園
君
が
見
事
優
勝
！ 

　
二
〇
〇
八
年
度
末
広
杯
全
九
州
高

校
選
手
権
新
人
大
会
が
十
月
十
八
日

と
十
九
日
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
、

下
園
悟
士
君
（
吹
上
町
今
田
・
加
世

田
高
校
二
年
生
）
が
五
十
㍍
男
子
背

泳
ぎ
の
部
で
、、
２７
秒
５０
と
い
う
記

録
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
下
園
君
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら

吹
上
地
域
に
あ
る
「
ゆ
ー
ぷ
る
吹
上
」

の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
通
い
練
習

を
重
ね
、
今
ま
で
数
々
の
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
修
め
て
き
ま
し
た
。 

　
今
で
は
、
選
手
コ
ー
ス
の
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
後
輩
の
子
ど
も
た
ち
を

リ
ー
ド
し
な
が
ら
週
六
日
間
の
練
習

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

　「
来
年
は
高
校
最
後
の
年
な
の
で
、

全
国
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
に
出
場
し
た

い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
下
園
君
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。 

地
域
が
育
む
教
育 

　
上
市
来
校
区
公
民
館
（
東
市
来
）

で
十
一
月
六
日
、
上
市
来
小
五
・
六

年
の
児
童
が
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い

活
動
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い

ま
し
た
。 

　
児
童
が
あ
ち
こ
ち
に
ボ
ー
ル
を
打

つ
の
に
対
し
て
高
齢
者
は
慣
れ
た
様

子
で
児
童
に
打
ち
方
を
教
え
な
が
ら

触
れ
合
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
競
技
の
後
に
は
、
あ
ず
ま
や
で
湯

茶
タ
イ
ム
。
児
童
が
お
茶
や
お
菓
子

を
配
る
と
、
高
齢
者
は
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
五
年
の
福
田
幸
龍
君
は
「
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
は
初
め
て
で
し
た
。
昼
休

み
に
遊
ぶ
よ
り
楽
し
か
っ
た
」、
新

村
ア
ヤ
子
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
と

楽
し
か
っ
た
、
若
返
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
成
長
が
楽
し
み
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

▲さつまいも収穫体験 

▲美山での陶芸体験 

チェスト館大収穫祭 

ふれあい交流活動 

末弘杯九州高校選手権新人大会 

伊作えびす家三周年祭 

は
ぐ
く 



日吉地域日新公民館で行われている"料理講座"。 
日新・二潟・山田の自治会で参加者を募り、月に１回実施
しています。食生活改善推進員さんの協力により、みんな
で調理方法を学んでいます。 

【献立作りで気を遣っていることは?】 
自宅に帰って誰もが作れる材料と調理法を選ぶこと。 
なるべく季節のもの、旬のものを取り入れること。 
生活習慣病の予防を考え、野菜を多く使った料理、そして
出来るだけ薄味で。 

１１ 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１１ 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

吉
村
遼
太
朗
　
　
孝
喜
　
　
徳
重
東 

東
　
覇
玖
翔
　
　
省
吾
　
　
中
福
良 

　
橋
い
ち
な
　
　
一
寿
　
　
猪
鹿
倉 

　
良
　
彩
華
　
　
高
訓
　
　
妙
円
寺
九
区 

濱
田
颯
太
郎
　
　
真
一
　
　
妙
円
寺
五
区 

夏
迫
　
実
央
　
　
強
　
　
　
郡
下 

堀
之
内
晴
香
　
　
春
一
　
　
朝
日
ヶ
丘 

小
田
原
來
愛
　
　
聖
　
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区 

永
井
　
悠
翔
　
　
聡
一
郎
　
妙
円
寺
三
区 

田
中
　
聖
也
　
　
誠
　
　
　
中
福
良 

柿
内
　
快
斗
　
　
智
徳
　
　
猪
鹿
倉 

中
島
あ
す
か
　
　
俊
之
　
　
古
城 

前
田
　
颯
太
　
　
和
也
　
　
徳
重
東 

遠
矢
　
杏
樹
　
　
博
貴
　
　
瀬
戸
内 

遠
矢
　
樹
里
　
　
博
貴
　
　
瀬
戸
内 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

山
口
　
莉
奈
　
　
修
平
　
　
中
央 

楠
生
　
莉
音
　
　
哲
也
　
　
立
和
名 

植
ノ
原
瑞
章
　
　
秀
雄
　
　
駅
前 

柿
木
　
瑛
蓮
　
　
祥
吾
　
　
駅
前 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

熊
谷
　
晴
琉
　
　
光
弘
　
　
笠
ヶ
野 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

若
松
　
咲
弥
　
　
直
樹
　
　
下
草
田 

      

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

松
山
　
キ
ミ
　
　
80
　
立
野 

丸
田
　
玲
子
　
　
82
　
朝
日
ヶ
丘 

東
　
　
ミ
チ
　
　
86
　
猪
鹿
倉 

山
口
　
一
子
　
　
87
　
向
江
町 

豊
田
　
義
文
　
　
75
　
飯
牟
礼
下 

土
屋
　
清
則
　
　
81
　
古
城 

東
　
　
ヒ
デ
　
　
86
　
中
川 

山
下
　
俊
夫
　
　
82
　
中
川 

　
永
　
利
　
　
　
83
　
麦
生
田
中 

東
　
　
道
雄
　
　
79
　
徳
重
東 

田
代
　
　
勉
　
　
78
　
郡
上 

田
畑
　
榮
二
　
　
99
　
郡
上 

上
山
　
　
翠
　
　
74
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

永
山
　
秀
吉
　
　
93
　
永
山 

江
夏
　
長
慶
　
　
81
　
中
央 

村
山
　
源
市
　
　
81
　
川
北 

馬
場
口
ア
ツ
子
　
　
80
　
上
床 

住
吉
　
元
吉
　
　
99
　
下
養
母
下 

片
平
　
ナ
ミ
　
　
87
　
上
床 

前
田
　
ワ
イ
　
　
87
　
田
之
湯 

　
重
　
ユ
キ
　
　
96
　
北
山 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

野
口
テ
ル
子
　
　
91
　
草
原 

畠
中
　
次
生
　
　
49
　
日
新 

山
下
　
　
茂
　
　
77
　
北
区 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

坂
元
　
シ
ナ
　
　
97
　
入
来
浜 

西
園
ノ
リ
子
　
　
82
　
下
和
田 

前
原
　
セ
キ
　
　
89
　
東
宮
内 

有
馬
キ
ク
ノ
　
　
96
　
宮
坂 

平
野
　
美
好
　
　
83
　
上
与
倉 

遠
矢
ツ
タ
エ
　
　
79
　
苙
口 

池
田
ス
ミ
子
　
　
87
　
赤
仁
田 

馬
場
　
彰
一
　
　
56
　
小
牧 

佐
土
原
淳
子
　
　
78
　
永
吉
ふ
も
と 

り
ょ
う
た
ろ
う
 

　は
　
く
　
と
 

 　
　
さ
い
か
 

そ
う
た
ろ
う
 

　
　
み
　
お
 

　
　
は
る
か
 

　
　
く
れ
あ
 

　
　
ゆ
う
と
 

　
　
せ
い
や
 

　
　
か
い
と
 

 　
　
そ
う
た
 

　
　
あ
ん
じ
ゅ
 

　
　
じ
ゅ
り
 

   　
　
り
　
な
 

　
　
り
お
ん
 

　
　
み
ず
き
 

　
　
え
れ
ん
 

   　
　
は
　
る
 

   　
　
さ
　
や
 

「健康かごしま21　鹿児島地域推進セミナー」が開催されました! 
テーマ　健康は毎日の食生活や運動から 
　　　　～かごしま健康イエローカードキャンペーン（いちきアクアホールにて）～ 

【野菜による効果】：発育、発達の促進、メタボ予防、生活習慣病予防、老化予防など 
【野菜の摂取目安】：毎食４種類くらいの野菜を片手に乗る分（約100g位）を目安に!! 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿児島純心女子大学　武　敏子先生講演より） 

＊地域統一スローガン：甲斐克美さん（吹上）が受賞＊ 

食生活改善に取り組む方々 

お野菜は　心にやさしい　ビタミン剤 

▲甲斐克巳さん 
　：食生活改善推進員 

▲わきあいあい!笑い声の響く調理場 

「思ってもいない事でうれしかったです。 
　お野菜をたくさん食べて、人と接する時も心優しく接して 
　いきたいと思います」と、お顔からもやさしさがあふれていました。 

【受賞の喜びの声】 

地域みんなで 

を楽しんでいます。 

【材料】：４人分 
ベーコン２枚 
ごぼう20cm　　A 
人参　10cm 
生椎茸　４枚 
えのき茸　１束 
塩・醤油・コショウ 各少々 
みつば少々・水４カップ 

①　Aを３cmに千切り。 
　　ごぼうは水にさらし、あくを抜く。 
　　生椎茸は薄切り、えのき茸は４cm 
　　に切る。 
②　鍋に①を入れ火にかけ煮立ったら 
　　２～３分煮る。 
③　塩・醤油・コショウ少々で調味し、 
　　みつばをちらす。 

＊今回料理講座でみなさんが作った５品の中から、『秋野菜たっぷり汁』を紹介します !＊ 

ここに来るのが毎回楽しみ! 
みんな明るく、 
雰囲気も 
とっても良かですよ!!

【参加者の声】 
＊野菜を使った献立をたくさん教えてもらい、 
　おかげでレパートリーも増えました!  
＊習ったものを家で作ると、夫も喜んでくれ 
　ますよ!

※
訂
正
と
お
詫
び
 

　
広
報
ひ
お
き
11
月
号
P
22
「
わ
ん

ぱ
く
直
送
便
」
の
記
事
中
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。（
敬
称
略
） 

 　誤
　
冨
ヶ
原
　
光
海
（
３
歳
９
か
月
） 

　
　
　
　
　
←
 

　正
　
冨
ヶ
原
　
光
海
（
１
歳
９
か
月
） 

　
神
之
門
さ
ん
は
、
旧
日
吉
町
役
場

に
昭
和
四
十
四
年
に
奉
職
さ
れ
て
以

来
、
主
に
農
業
に
係
る
仕
事
に
従
事

さ
れ
、
農
家
の
資
質
向
上
に
努
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
三

月
退
職
後
も
日
吉
町
土
地
改
良
区
で

農
用
地
の
維
持
管
理
等
に
努
め
ら
れ
、

十
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
土
地
改

良
区
五
十
周
年
記
念
式
典
で
功
労
者

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
二
十
年
度
税
務
署
長
納
税
表

彰
式
が
十
一
月
十
二
日
、
伊
集
院
税

務
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
申
告
納

税
制
度
の
発
展
と
税
務
行
政
の
円
滑

な
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し

表
彰
が
行
わ
れ
る
も
の
で
、
伊
集
院

税
務
署
管
内
で
二
名
の
方
が
受
賞
さ

れ
、
日
置
市
か
ら
は
、
西
ノ
園
純
男

さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
前
鶴
さ
ん
は
、
旧
伊
集
院
町
茶
業

振
興
会
長
を
は
じ
め
、
日
置
地
区
茶

業
振
興
会
副
会
長
・
県
茶
生
産
協
会

理
事
の
要
職
に
就
か
れ
、
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
本
地
域
の
茶
業
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
実
績
が
認
め
ら

れ
、
十
一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
鹿

児
島
県
茶
業
振
興
大
会
に
お
い
て
功

労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

■ 

功
労
者
表
彰 

神
之
門
　
晃
さ
ん
（
日
吉
） 

■ 

税
務
署
長
納
税
表
彰 

西
ノ
園
純
男
さ
ん
（
東
市
来
） 

■ 

茶
業
功
労
者
表
彰 

前
鶴
　
憲
一
さ
ん
（
伊
集
院
） 
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市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

林　彩姫ちゃん（４歳５か月） 

母　ゆかりさん 
（伊集院町下谷口） 

　素直で、優しい子になってね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

原田　夕輝ちゃん（２歳５か月） 

父　秀樹さん　母　明美さん 
（伊集院町郡） 

　笑顔がすてきな、夕輝君明るく元気
に育ってね。 

■おかあさんから 
伊
作
小 

２７０ 

至
串
木
野 

至
加
世
田 

至
鹿
児
島
市 文 

吹上町 
役　場 

海蔵院跡 

　
田
丸
さ
ん
は
、
広
島
県
で
保
健
婦
と
し
て
勤
務
し
、
昭
和
五
十
四
年
に
退
職
後
、
東
市
来

町
へ
帰
省
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
本
芸
術
協
会
会
員
で
あ
り
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
和
紙
人
形
の
講
師
を
習
得
し
て
い
た
田

丸
さ
ん
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
や
子
ど
も
育
成
会
、
ふ
る
さ
と
学
園
で
も

教
え
ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
平
成
十
五
年
に
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
て
以
来
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
し
て
い
ま
す
が
、

「
毎
週
二
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
出
か
け
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
話
し
を
す
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
時
々
、
ふ
る
さ
と
学
園
の
生
徒
が
訪
問
に
来
て
く
れ
ま
す
が
、
十
年
以
上
前
に
教
え
た

学
園
生
か
ら
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
生
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。 

　
国
際
美
術
審
議
会
の
会
員
で
も
あ
る
田
丸
さ
ん
は
、
海
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
和
紙
ち
ぎ

り
絵
で
何
度
も
入
賞
。
今
ま
で
訪
れ
た
国
は
十
カ
国
以
上
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、「
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
ち
ぎ
り
絵
の
生
徒
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

『
百
歳
バ
ン
ザ
イ
』
に
出
演
す
る
こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　
今
年
は
、
地
元
で
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
自

分
も
参
加
し
た
い
。
何
か
自
分
に
も
手
伝
え
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、「
篤
姫
」
と
「
小

松
帯
刀
」
の
「
し
ほ
り
人
形
」
を
八
月
下
旬
か
ら
十
月
下
旬
ま
で
約
二
カ
月
か
け
て
約
千
五

百
枚
作
成
し
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。「
こ
の
人
形
を
作

り
な
が
ら
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
の
ど
こ
に
行
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
楽
し
ん

で
作
り
ま
し
た
」
と
話
す
田
丸
さ
ん
の
顔
か
ら
は
、
達
成
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

東市来町湯田（田之湯自治会） 

田丸　シズヱさん〔88歳〕 
た まる 

田中　くみ子さん（63歳） 伊集院町清藤 

　花が好きで、生花を始めて40年以上にな
る田中さんは、現在、土橋地区公民館と郡
地域で生花講座の講師をしています。「生花
は、花材は同じでもモチーフのとらえ方や
見方によって、表現も違ってきます」また、
　「花を生けたときは、自分なりの満足感が
得られて、心が豊かになります」と田中さん。
　８月には、吹上砂丘荘で吹上の窯元「松
韻窯」と生花の合同展示会に出品し、たく
さんの方に観賞してもらいました。「今後の
目標は、九州花展や全国花展で入賞すること。
これからも、草木の移り変わる四季を身近
な生活の中に飾り、心豊かに充実した日々
が送れるよう、日本の文化を伝えて行きた
いですね」 

　
わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
ケ
ー

キ
屋
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。 

　
わ
た
し
の
家
は
、
祖
父
母
の
代

か
ら
ケ
ー
キ
屋
を
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
守
っ
て
き
た

味
を
受
け
つ
ぎ
た
い
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。 

　
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
売
る
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
た
り
、
今
ま
で
に
な
い
材
料
を

使
っ
た
り
し
て
、
い
ろ
ん
な
ケ
ー

キ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
勉
強
を
が
ん
ば
り
、

た
く
さ
ん
の
知
識
を
身
に
つ
け
た

い
で
す
。
ま
た
、
パ
テ
ィ
シ
エ
専

門
の
学
校
に
行
っ
て
い
ろ
ん
な
技

術
を
学
び
た
い
で
す
。 

　
わ
た
し
の
作
っ
た
ケ
ー
キ
を
食

べ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん
に
「
見

た
目
も
味
も
最
高
で
す
ね
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
職
人
さ
ん
に
な
り

た
い
で
す
。
さ
ら
に
、
い
つ
も
お

客
さ
ん
の
声
を
大
切
に
す
る
こ
と

も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

　
わ
た
し
の
作
っ
た
ケ
ー
キ
で
、

地
域
の
み
ん
な
が
笑
顔
で
元
気
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
。 

わ
た
し
の
夢 

日
新
小
学
校
六
年
　
馬
場
　
恵
莉
菜
さ
ん 

ば
　
ば
　
　
　
え
　
り
　
な 
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　真言宗の寺院で、応永５（1398）年につくられ、明
治の初めの廃仏毀釈で廃寺となりました。建物の規模
では伊作郷（吹上地域南部）で最大であったとされて
います。 
　海蔵院を開いたのは、広範律師でそれ以後の住職は
40代まで続きました。寺の石高は 80石、末寺が 11も
ある寺院でした。 
　伊作島津家（伊作を領有した島津氏の分家）10代当
主忠良（後の日新公、1492～ 1568）は、母の梅窓院の
すすめで、７歳から15歳まで海蔵院で８代住職頼増の
教育を受けました。忠良は後に優れた武将となり、息
子の貴久を島津本家15代当主にするため活躍しました。
忠良の孫の義弘・義久らは三州（薩摩・大隅・日向）
を統一し、江戸時代の薩摩藩の基礎を造りました。 
　寺院の跡地には、歴代住職の石塔が倒壊し散乱して
いましたが、復元整備され、現在は70数基の石塔が立
っています。五輪塔、宝篋印塔、月輪塔などの様々な
形の石塔が残っています。 

車で、本庁から３５分、 
吹上支所から５分 

Access

さ　き ゆう き 
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主な記事 
平成19年度市の決算を公表します 
行政改革の進ちょく状況について 
平成21年度は固定資産税の評価替えの年です 
日置市少年補導センターが開設されました 
地域駅伝競走大会 
まちの話題 
市民の広場 
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……………………6 
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…………9 

……………………………………10 
……………………………………………12 
……………………………………………22

鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,254人（△1） 

　男　　24,444人（　6） 

　女　　27,810人（△7） 

世帯数　22,459　（　3） 
12月1日現在 （　）は前月比 

大韓民国南原市長・議長が来訪！ 
　大韓民国から南原市長、議長が日置

市を訪問し、美山窯元祭りを見学され

ました。また、14代沈壽官氏を立会人

に迎え、南原市と文化交流友好協力協

約を締結し、これからのより一層の交

流を確認しました。 

今月の 
表　紙 
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TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063
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日吉支所 
TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

伊 ま 
毎 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
下
に
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
を
築
く 

古
城
自
治
会（
伊
集
院
地
域
） 

ふ
る
じ
ょ
う 

▲育成会活動（コスモスの植え付け） 

▲共有林を使っての鳥居の建て替え 

▲伝統行事の「田の神講」 

▲片板美津男会長 

集
院
地
域
の
南
、
中
山
間
地
に

位
置
す
る
古
城
自
治
会
は
、
お

茶
を
中
心
と
し
た
営
農
が
盛
ん
で
、

従
来
か
ら
村
づ
く
り
活
動
が
活
発
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。 

た
、
運
動
会
や
花
見
、
夏
祭
り

な
ど
の
自
治
会
活
動
は
、
地
域

全
員
が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。 

統
行
事
と
し
て
、
毎
年
十
月
の

最
初
の
丑
（
う
し
）
の
日
に
行

う
「
田
の
神
講
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
古
城
公
民
館
か
ら
約
五
百
㍍

離
れ
た
田
を
見
下
ろ
せ
る
高
台
に
あ

る
田
の
神
像
に
餅
を
張
り
付
け
た
後
、

向
か
い
合
っ
た
二
人
が
く
わ
え
た
、

餅
を
引
っ
張
り
合
い
な
が
ら
、
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
行
事
で
す
。 

年
、
十
二
月
に
は
、
自
治
会
で

所
有
し
て
い
る
山
林
の
間
伐
作

業
の
後
、
山
神
祭
り
を
行
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
に
は
、
地
元
の
大
山
神

社
の
鳥
居
も
、
こ
の
共
有
山
林
の
木

を
使
っ
て
建
て
替
え
を
し
ま
し
た
。 

落
に
は
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ

て
い
る
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
現

在
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
水
を

大
切
に
し
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う

に
、
毎
年
一
回
、
清
掃
を
し
て
い
ま

す
。 

成
会
活
動
は
、
現
在
、
子
ど
も

が
七
人
と
少
な
い
で
す
が
、
毎

月
二
回
集
落
の
有
線
放
送
設
備
を
使

っ
て
、
本
読
み
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
五
十
年
以
上
前
か
ら

続
い
て
お
り
平
成
十
三
年
に
は
、
全

国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

に
も
美
化
活
動
と
し
て
、
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
コ
ス
モ
ス
の
植
え
付
け

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
自

治
会
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。 

年
、
三
月
に
は
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
、
集
落
営
農
の
確
立
の

た
め
に
特
定
農
業
団
体
（
古
城
・
八

枝
ア
グ
リ
キ
ャ
ッ
ス
ル
）
の
指
定
を

受
け
、
転
作
田
を
活
用
し
、
大
豆
・

そ
ば
・
カ
ボ
チ
ャ
を
栽
培
し
ま
し
た
。 

れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
と
し
て

は
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
伝
統
を
踏
ま
え
、

明
る
い
豊
か
な
住
よ
い
環
境
を
築
く

た
め
、
連
帯
感
あ
ふ
れ
る
充
実
し
た

地
域
を
目
指
し
ま
す
。 

伝 

集 

今 こ 

育 
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古城自治会 
（伊集院地域） 

　
伊
集
院
駅
か
ら
南
へ
約
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
し
、
飯
牟
礼
地
区
を
形
成

す
る
七
自
治
会
の
一
つ
古
城
自
治
会
。

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
現
在
で
六
十

三
世
帯
、
百
六
十
六
人
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。 

　
平
成
六
年
に
自
治
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
作
成
。
青
は
、
海
・
川
・
水
・

人
・
文
化
・
産
業
の
き
ら
め
き
、
緑
色

は
、
お
茶
所
の
姿
を
表
し
、
太
陽
は
、

各
部
会
が
大
き
く
躍
進
す
る
姿
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

古
城
は
七
百
年
程
前
か

ら
山
城
の
あ
っ
た
所
で
す
。

そ
の
城
を
シ
ル
エ
ッ
ト

と
し
て
、
描
き
ま
し
た
。 




